


 
 中小企業団体全国大会 開催要綱   

大会の目的 
中小企業は、 わが国経済の 活力の源泉として 生産、 流通、 サービスなど る 

らゆる分野において、 多種多様な財・サービスの 供給、 雇用機会の提供等を 

通して国民生活を 支え、 その発展・向上に 大きく寄与するなど 重要な役割を 

果たしてきた。 

引き続き、 中小企業がこの 重要な役割を 担い飛躍を図っていくためには、 

個々の中小企業者が 自ら経営革新を 図り、 環境変化に即応できる 経営体質 

を作り上げて い くことが肝要であ るが、 同時に個々では 解決できない 話問 

題 に対し、 中小企業組合の 下に力を結集し、 組合員相互の 連携を一段と 強化 

し、 経営資源の相互補完や 新事業展開を 図っていく必要があ る。 

本大会は、 わが国の経済構造が 激変する中で、 経済の活性化や 地域経済再 

生の担い手であ る中小企業の 大いなる発展と、 連携の絆を広げ 中小企業組 

含 組織をより強固にする 契機とするため、 「 連拐 ，創 造 ，発展」をキャッチ フ 

レーズに、 全国の中小企業団体の 代表が一堂に 会し、 自らの決意を 内外に表 

明するとともに、 同等に対して 中小企業振興施策の 強化充実を訴え、 組合を 

はじめとする 中小企業連携組織を 基盤とした中小企業の 安定的な発展と 豊 

かな社会の実現を 図ることを目的とするものであ る。 

全国中小企業団体中央会 

都道府県中小企業団体中央会 

営 
大会実行委員長 全国中小企業団体中央会会長 

大会実行委員 全国中小企業団体中央会副会長 
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午後 1 時 30 分～ 4 時 

場 新 国技館 
( 東京都墨田区横網 1 一 3 一 28) 
J R 総武線「両国 駅 」下車徒歩 1 分 

都営地下鉄大江戸線「両国 駅 」下車徒歩 5 分 

参加者 約 3,000 名 

来 賓 関係大臣、 政党代表、 中央関係機関の 長 

大会内容 
議 
占 

事 ( 議案審議・意見発表・ 決議 ) 
        

一 口 

祝 碑 彰 表 式 ( 優良組合・組合功労者・ 中央会優秀専従者 ) 

[ 後 援 ] 

経済産業省、 農林水産省、 厚生労働省、 国土交通省、 総務省、 中小企業庁 

[ 協 賛 ] 

商工 甲 金、 中小企業金融公庫、 国民生活金融公庫、 中小企業基盤整備機構、 
勤労者退職金共済機構、 雇用・能力開発機構、 全国中小企業取引振興協会、 
全国信用保証協会連合会 




